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計量国語学会会員研究業績（2017 年度）
※会員から報告された内容をそのまま記載しております。（記載順は姓の 50 音順）

伊藤　雅光

伊藤　雅光／2017/05／『Ｊポップの日本語研究 － 創作型人工知能のために －』／朝倉書店

／全 202p

大島　資生

大島　資生／2018/03／「英語分詞構文と、それに対応する日本語翻訳文について―訳出の順

序を中心に―」／『人文学報』514-11　首都大学東京大学院人文科学研究科／pp.1〜27

荻野　綱男

荻野　綱男／2017/09／「新語の普及過程をツイッターで調べるには」／日本語学 Vol.36,

No.10／pp.34-41

荻野　綱男／2017/09／「日本語研究におけるコンピュータ利用の一側面」／日本語學研究

(ISSN 1229-7275) 第５３輯／韓国日本語学会／pp.5-20

荻野　綱男／2017/11／「技術革新と日本語」／日本語学 Vol.36, No.12／pp.164-174

金水　敏

金水　敏／2017/9／「文法研究におけるデータについて−文法研究は経験科学たりうるか−」／

『日本語文法』17-2／pp. 54-63

田中　久美子

Shuntaro  Takahashi  and  Kumiko  Tanaka-Ishii ／ 2017/12 ／ Do  neural  nets  learn

statistical  laws  behind  natural  language?  ／ PLoS  One ， 2017 ／

http://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0189326

田野村　忠温

田野村　忠温／2017/09／書評 エレツ・エイデン，ジャン=バティースト・ミシェル著・阪本芳久

訳・高安美佐子解説『カルチャロミクス　文化をビッグデータで計測する』／『社会言語科学』第

20 巻第 1 号／pp.193-198

林　雅子



林　雅子／2017/03／「日本語とスペイン語の副詞の形態的特徴に関する一考察」／『東北大

学 言語・文化教育センター年報』第 2 号／pp.35-42

HAYASHI Masako／2017/10／Survey on adverbs presented in textbooks for Japanese

learners ／ The 14th  International  Conference  on Japanese  Language  Education in

Malaysia

麻　子軒

麻　子軒／2018/02／「連語論的アプローチによる無生物主語他動詞文の日中対照―対格名

詞が人名詞である場合―」／『阪大日本語研究』30 号／pp.71-92

麻　子軒／2017/12／「野球実況における視点人物選択の言語外的要因―打者が受身文の主

語となる場合―」／『待兼山論叢』51 号（日本学篇）／pp.61-78

山崎　誠

山崎　誠／2017/09／レジスター・位相の違いによる会話文の語彙的多様性／言語資源活用

ワークショップ 2017論文集／pp.278-289

山崎　誠／ 2017/11／言語資源を利用した日本語研究の新展開／ 2nd International

Conference of the Center of the Global Area Studies／pp.163-197

相良かおる；山崎 誠；中島直樹；山下貴範；小野正子／2017/12／医療記録における語彙の月

別出現分布／人文科学とコンピュータシンポジウム論文集 2017／pp.103-110

横山　詔一

横山　詔一／2017/11／「言語変化と社会環境」日本語学会 2017 年度秋季大会シンポジウム

／日本語学会 2017 年度秋季大会予稿集／pp.179-184


